
【１】事業の実施方針

【２】事業の実施に関する事項

　１．特定非営利活動に係る事業 　　

事業内容
実施

予定日
実施

予定場所
担当

対象
者 予算額 支出見込額

(1)「我が家の
エコノート」
普及事業

家庭におけるエネルギー消費を
管理するための環境家計簿の普
及事業。当初5年間の予定で実施
したが、毎年新規の参加者があ
り、この取り組みを通して、他
の講座に参加される方も多く、
参加者の環境への関心を広げ継
続させる役割も担っていること
から今年度も継続実施する。

4月1日～
 3月31日

(2)ごみ減量推
進事業

6月環境情報コーナーに常設の
「リユースコーナー」を開設す
る。また、「ごみの出し方リー
フレット」を作成・配布する。
これにより、ごみ減量の推進や
分別意識の向上を図る。

6月～3月
末

(3)エコ行動宣
言事業

環境に関わる様々な分野から、
具体的なエコ行動宣言項目に対
して、自身が「エコ行動宣言」
することで、環境によい行動を
してもらうことを目的とした事
業。前年度に引き続き今年度も
実施する。より多くの市民に参
加してもらえるよう努める。

6月～12月

(4)ライトダウ
ンキャンペーン
協力事業

枚方市が実施しているライトダ
ウンキャンペーンに、会員や市
民に呼びかけることで協力す
る。

6月～8月

枚方市
全域

運
営
委
員
会

市
民
・
事
業
者

￥510,000
(補助金、
協賛金等）

¥510,000

平 成 31年 度　事 業 計 画 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　ひらかた環境ネットワーク会議

事業名

1

温
暖
化
対
策
事
業

今年度は、6月にリユースコーナー開設、および、「一目でわかるゴミの出し方」リーフレットの作成・配布

と、ごみ減量推進事業が本格的にスタートしますが、ごみの減量推進は、「子どもや若い単身世代にも取り組

みやすい、目に見えてわかりやすく行動をおこしやすい」という特徴があります。このような“子供や若い世

代”に多く参加してもらえるような取り組みが、これからの社会を担っていく若い世代にもっと環境に関心を

持ってもらうためには重要であると考えます。そのためにどのような事業を行い、どのような働きかけをする

のかが大きな課題です。インターンシップで来てくれる学生の意見も参考にしたり、また学校に直接出向いた

り、夏まつりなど若いファミリーが集まる場を利用していくことなど、ネットワーク会議全体で様々な機会を

利用し積極的に働きかけていきたいと思います。

また、委託事業であるS-EMS支援事業の残余期間が2年となり、試行期間を含めた10年間の効果が契約期間満

了後も引き続き学校運営の中で継続されなければならないと考えていますが、事業終了と同時に、意識・効果

が薄れていくことが懸念されます。そうしたことにならないために、何をすればいいか、どのような方法があ

るか検討していきたいと思います。

18



事業内容
実施

予定日
実施

予定場所
担当

対象
者 予算額 支出見込額事業名

(1)自然エネル
ギー学校2019の
開講事業

自然エネルギーの普及を図るた
め、自然エネルギーを取り巻く
状況や現状を市民に広く知って
もらえるような内容で7月～11月
の間に4回実施を予定している。

7月～10月
市内及び
周辺

自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー

部
会

￥95,000
（補助金、寄

付金等）
¥95,000

(2)環境教育担
い手育成講座
「くらわんか
塾」開講事業

環境出前授業の担い手に必要な
スキルや経験をしっかりと身に
つけるための講座として開講す
る。

７月
市内及び
環境保全
研修室

環
境
教
育
部
会

￥20,000
（補助金、受

講料等）
¥20,000

(3)環境活動ス
ターター講座の
開講事業

環境に関心をもってもらうため
のきっかけとなる講座。暮らし
の中の小さな工夫でできる小さ
なエコをテーマに、クラフトや
エコクッキングなどを中心とす
る「環境ミニ講座」と、毎回
テーマを決め身近な環境につい
て考え話をする「環境ティー
ルーム」講座を開講する。
どちらも月1回全8回の予定で実
施する。
また、自然体験講座として、葦
笛作りを実施。

6月～2月

環境情報
コーナー
・環境保
全研修

事
務
局

￥40,000
(補助金、

受講料)
¥40,000

(1)環境団体活
動交流事業

枚方および周辺の環境活動団体
との交流や連携を図る。具体的
には、各種相談、エコフォーラ
ムでの出展、他団体イベントへ
の参加、出前授業での相互協力
などを行う。

(2)環境団体
活動支援事業

①エコキャップ回収運搬事業
②他団体支援協力（他団体事務
局支援、各種相談受付・活動提
案、不要自転車引き取り依頼受
付、各種チラシ等活動広報ツー
ルの製作）

4

昨年同様、2月に枚方市との共催
で開催予定。今年度は、児童や
家族連れの参加をいかに増やす
かを課題とし、そのための手立
てを検討する。
また、午後のフォーラムの開催
も事前準備やスタッフの共通認
識の強化に努める。

2月
メセナひ
らかた会
館

運
営
委
員
会

￥200,000
(補助金等)

¥200,000

5

引き続き、「枚方市環境情報
コーナー」の管理等運営を委託
受注し行う。今年は、「リユー
スコーナー」を新設する。他に
も来訪者が楽しみながら環境に
ついて学べるツールを充実させ
ていく。また、各種環境講座も
開催する。　緑のカーテン事
業、MYゴーヤも引き続き行う。

4月1日～3
月31日

環境情報
コーナー
・環境保
全研修

運
営
委
員
会

市
民

￥210,000
(受託費)

¥210,000

6
通常総会開催する。その後、任
意団体設立15周年記念交流会を
実施予定。

6月
環境保全
研修室

事
務
局

市
民

￥20,000
(会費)

¥20,000

環境情報コーナー
の

運営業務委託事業

総会及び会員交流
会等開催事業

¥94,000
事
務
局

￥94,000
(補助金、
事業収入)

中
間
支
援
事
業

3
4月1日～
3月31日 市

民
・
団
体
・
事
業
者

市内各公
共施設及
び市内各
所

ひらかた
エコフォーラム
開催事業

環
境
講
座
開
催
事
業

2
市
民
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事業内容
実施

予定日
実施

予定場所
担当

対象
者 予算額 支出見込額事業名

（1）会報誌[環
境ひらかた]発
行事業

当団体の活動をわかりやすく伝
える、活動の機関紙である「環
境ひらかた」を年4回発行する。
紙面は、Ａ４カラー8頁で、特集
記事、部会活動報告、環境ト
ピックス、お知らせコーナーな
ど充実を図っていく。

￥220,000
(会費)

¥220,000

（2）HPの管理
運営事業

当団体主催の啓発イベントの告
知や活動報告を主として随時更
新していく。また、当団体の概
要や活動趣旨についてもきちん
と伝えていく。アクセスした方
がほしいj情報を見つけやすい構
成とするための一部リニューア
ルも検討していく。

￥10,000
(会費)

¥10,000

（3）その他の
広報活動

FMひらかた、ひらかたつーしん
などを通じての情報発信や枚方
市内の各種イベント（NPOフェス
タ、五六市、ソロプチミスト
チャリティーバザー、ごみ減量
フェア）を利用し、活動と団体
を知ってもらうよう努める。

¥0 ¥0

(1)自然エネル
ギー学校2019の
開講事業

２-（１）参照

（2）こもれび
水路プロジェク
ト

太陽光発電の普及が進む中、ピ
コ水力発電についても広く知っ
てもらうため、ピコ水力発電の
デモンストレーションを「こも
れび水路の夏まつり」にて実施
し、多くの市民に見てもらえる
よう計画している。

（1）「ひらか
た交通タウン
マップ」作製配
布事業

「ひらかた交通タウンマップ」
及び啓発チラシを年２回更新・
作成し、転入全世帯及び必要と
する住民にを配布することで、
市内の公共交通の利便性を知っ
てもらい、クルマと賢くつき
あっていく社会を目指す。

4月1日～
3月31日

枚方市
役所及び
支所

①市内の桜の名所や歴史文化史
跡などを巡る1日イベント「バ
ス！のってスタンプラリー」を
春と秋に実施し、公共交通の利
便性と枚方のまちの楽しさを体
験してもらう。

春、秋

枚方市全
域と周辺
都市の一
部

②寝屋川市交通タウンマップ作
製

4月1日～
3月31日

事務所

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
会

枚方市内
4月1日～
3月31日

事
務
局

4月1日～
3月31日

事務所

　
　
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

￥3,900,000
(受託費)

公
共
交
通
部
会

市
民

9

（2）公共交通
利用促進事業

8

7

広
報
事
業

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
啓
発
事
業

￥70,000
(寄付金)

市
民

¥70,000
市
民

¥3,900,000

20



事業内容
実施

予定日
実施

予定場所
担当

対象
者 予算額 支出見込額事業名

（1）美しいま
ちづくり推進事
業

まちの環境美化を中心に活動す
る。枚方宿場町街道と二宮神社
周辺を重点地区として、定期的
に清掃し美化に努める。また、
「天の川クリーン＆ウォーク」
への参加も継続する。

（2）歴史文化
遺産の保存と活
用事業

枚方の歴史的な魅力を再認識し
「残したいまちひらかた」を発
見するための機会として、歴史
的遺産を見て歩くウォーキング
と、枚方市内のまちの写真を展
示し、残したいところに投票し
てもらうフォトイベントをNPO
フェスタにて実施する。

(1)環境教育の
出前授業の実施
事業

今年度も引き続き市内学校園を
はじめ各種団体等への出前授業
を実施するが、実施校を増やす
ため、教師向けアンケート
フォームを作成し、依頼案件に
ついての要因分析を行う。併せ
てリピート率を上げるための働
きかけを強化する。
またこうしたことを可能にする
ため部会員の増強に努める。

4月1日～
3月31日

市内学校
園等 ¥124,000

（２）環境啓
発・環境教育
ツール作成事業

地球環境に、大きな影響を与えて
いる「地球温暖化（気候変動）」の
問題を、環境出前授業でも大きく
取り上げ、児童・生徒の環境啓発
に役立つメニューを積極的に開発
していく。また、既存メニューの改
善も継続して行なうとともに、出前
授業のメニューデータは可能な限
り更新し、常に最新の内容で実施
できるよう努める。

4月1日～
3月31日

市内学校
園等 ¥30,000

12

S
|
E
M
S
支
援
事
業

S-EMS構築・運
用の支援事業

今年度も「枚方市学習環境整備
PFI事業」の一環である「S-EMS
支援事業」を受託事業として行
う。今年度は、試行期間を含め
11年目となり、学校訪問は4巡目
となる。
最終タームとして支援内容をさ
らに充実したものとする。

4月1日～
3月31日

市内学校
園等

S
|
E
M
S
支
援
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ
ー

ム

学
校
園

¥1,350,000

２．収益事業 該当計画なし

環
境
教
育
部
会

4月1日～
3月31日

枚方市内

ま
ち
づ
く
り
部
会

11

10

環
境
教
育
推
進
事
業

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

¥20,000

市
民
・
児
童
・
生
徒

市
民

￥20,000
(受講料)

￥1,640,000
(受託費、
　　寄付金)
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